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政
令
第
百
四
十
二
号

警
察
法
施
行
令
及
び
警
察
庁
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
三
十
一
条
第
三
項
、
第

三
十
一
条
の
二
第
三
項
、
第
三
十
四
条
第
三
項
並
び
に
第
五
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
警
察
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

警
察
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
四
国
警
察
支
局
長

第
一
条
の
二
中
「
管
区
警
察
学
校
長
」
を

に
改
め
る
。

管
区
警
察
学
校
長
」

附
則
第
二
十
五
項
中
「
千
五
百
人
」
を
「
千
人
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
七
項
中
「
に
別
表
第
三
第
二
号
」
を
「
に
同
号
」
に
、
「
十
九
人
」
を
「
十
三
人
」
に
、
「
三
十
七
人
」
を

「
三
十
人
」
に
、
「
三
百
九
十
一
人
」
を
「
五
百
七
十
四
人
」
に
改
め
る
。

（
警
察
庁
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

警
察
庁
組
織
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
八
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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目
次
中
「
第
四
十
一
条
」
を
「
第
四
十
二
条
」
に
、
「
第
四
十
二
条

第
四
十
六
条
」
を
「
第
四
十
三
条

第
四
十
七
条

｜

｜

」
に
、
「
第
四
十
七
条
」
を
「
第
四
十
八
条
・
第
四
十
九
条
」
に
、
「
第
四
十
八
条
」
を
「
第
五
十
条
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
二
を
第
二
条
の
三
と
し
、
第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
公
文
書
監
理
官
）

第
二
条
の
二

長
官
官
房
に
、
公
文
書
監
理
官
一
人
（
関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
つ
て
充
て
ら
れ
る
も
の
と
す

る
。
）
を
置
く
。

２

公
文
書
監
理
官
は
、
命
を
受
け
、
警
察
庁
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
公
文
書
類
の
管
理
並
び
に
こ
れ
に
関
連
す
る
情
報
の

公
開
及
び
個
人
情
報
の
保
護
の
適
正
な
実
施
の
確
保
に
係
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
事
務
並
び
に
関
係
事
務
を
総
括
整
理

す
る
。

「
総
務
課

第
七
条
中
「
総
務
課
」
を

に
改
め
、
「
国
際
課
」
を
削
る
。

企
画
課
」

第
八
条
第
五
号
中
「
企
画
、
立
案
及
び
」
を
削
り
、
「
次
号
に
掲
げ
る
」
を
「
企
画
課
の
所
掌
に
属
す
る
」
に
改
め
、
同

条
中
第
六
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
削
り
、
第
十
二
号
を
第
六
号
と
し
、
第
十
三
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
を
六
号
ず
つ
繰
り
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上
げ
、
第
十
六
号
を
第
十
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一

所
管
行
政
に
係
る
国
際
協
力
に
関
す
る
事
務
の
総
括
に
関
す
る
こ
と
。

第
八
条
第
十
七
号
を
同
条
第
十
二
号
と
す
る
。

第
十
二
条
を
削
り
、
第
十
一
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

第
十
条
中
第
十
二
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
十
一
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

十
二

警
察
用
航
空
機
の
運
用
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
条
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

遺
失
物
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
三
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
条
を
第
十
一
条
と
し
、
第
九
条
を
第
十
条
と
す
る
。

第
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
企
画
課
）

第
九
条

企
画
課
に
お
い
て
は
、
次
の
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。
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一

所
管
行
政
に
関
す
る
総
合
的
又
は
基
本
的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
に
関
す
る
こ
と
。

二

所
管
行
政
に
関
す
る
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
（
総
合
的
又
は
基
本
的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
。

三

警
察
法
第
五
条
第
一
項
の
任
務
に
関
連
す
る
特
定
の
内
閣
の
重
要
政
策
に
つ
い
て
、
当
該
重
要
政
策
に
関
し
て
閣
議

に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
基
本
的
な
方
針
に
基
づ
い
て
、
行
政
各
部
の
施
策
の
統
一
を
図
る
た
め
に
必
要
と
な
る
企
画
及

び
立
案
並
び
に
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

四

所
管
行
政
に
関
す
る
政
策
の
評
価
に
関
す
る
こ
と
。

五

警
察
の
組
織
に
関
す
る
こ
と
。

六

法
令
案
そ
の
他
公
文
書
類
の
審
査
及
び
進
達
に
関
す
る
こ
と
。

七

公
文
書
類
の
接
受
、
発
送
、
編
集
及
び
保
存
に
関
す
る
こ
と
。

八

官
報
掲
載
に
関
す
る
こ
と
。

九

所
管
行
政
に
係
る
統
計
に
関
す
る
事
務
の
総
括
に
関
す
る
こ
と
。

十

所
管
行
政
に
係
る
国
際
機
関
、
外
国
の
行
政
機
関
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
（
他
局
及
び
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総
務
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
。

第
十
四
条
中
「
五
課
」
を
「
四
課
」
に
改
め
、
「
地
域
課
」
を
削
る
。

第
十
五
条
中
第
十
六
号
を
第
二
十
三
号
と
し
、
同
条
第
十
五
号
中
「
（
地
域
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を

削
り
、
同
号
を
同
条
第
二
十
二
号
と
し
、
同
条
中
第
十
四
号
を
第
二
十
一
号
と
し
、
第
八
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
を
七
号
ず

つ
繰
り
下
げ
、
第
七
号
の
次
に
次
の
七
号
を
加
え
る
。

八

地
域
警
察
に
関
す
る
こ
と
。

九

水
上
警
察
に
関
す
る
こ
と
。

十

鉄
道
警
察
に
関
す
る
こ
と
。

十
一

警
ら
用
無
線
自
動
車
及
び
警
察
用
船
舶
の
運
用
に
関
す
る
こ
と
。

十
二

列
車
そ
の
他
の
交
通
機
関
へ
の
警
乗
に
関
す
る
こ
と
。

十
三

水
難
、
山
岳
遭
難
そ
の
他
の
事
故
に
お
け
る
人
命
の
救
助
及
び
こ
れ
ら
の
事
故
の
防
止
に
関
す
る
こ
と
。

十
四

警
察
通
信
指
令
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
十
六
条

削
除

第
十
八
条
第
四
号
中
「
警
備
課
」
を
「
警
備
第
二
課
」
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
第
一
項
中
「
外
事
情
報
部
」
の
下
に
「
及
び
警
備
運
用
部
」
を
加
え
、
「
三
課
」
を
「
二
課
」
に
改
め
、
「

警
備
課
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

警
備
運
用
部
に
、
次
の
二
課
を
置
く
。

警
備
第
一
課

警
備
第
二
課

第
三
十
七
条
中
第
六
号
を
削
り
、
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
第
八
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
三
十
九
条
を
削
る
。

第
四
十
条
第
二
号
ハ
中
「
第
三
十
八
条
第
二
号
」
を
「
前
条
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
九
条
と
す
る
。

第
四
十
八
条
を
第
五
十
条
と
す
る
。

第
四
十
七
条
第
二
項
中
「
、
中
国
管
区
警
察
局
及
び
四
国
管
区
警
察
局
」
を
「
及
び
中
国
四
国
管
区
警
察
局
」
に
改
め
、

第
七
章
中
同
条
を
第
四
十
八
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。
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（
警
察
支
局
の
名
称
、
位
置
及
び
管
轄
区
域
）

第
四
十
九
条

中
国
四
国
管
区
警
察
局
に
、
四
国
警
察
支
局
を
置
く
。

２

四
国
警
察
支
局
は
、
高
松
市
に
置
き
、
そ
の
管
轄
区
域
は
、
徳
島
県
、
香
川
県
、
愛
媛
県
及
び
高
知
県
と
す
る
。

第
六
章
中
第
四
十
六
条
を
第
四
十
七
条
と
し
、
第
四
十
五
条
を
第
四
十
六
条
と
す
る
。

第
四
十
四
条
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
同
条
を
第
四
十
五
条
と
し
、
第
四
十
三
条
を
第
四
十
四
条
と

し
、
第
四
十
二
条
を
第
四
十
三
条
と
す
る
。

第
四
十
一
条
第
一
号
中
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
」
の
下
に
「
（
広
く
恐
怖
又
は
不
安
を
抱
か
せ
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
目
的
を
達
成

す
る
こ
と
を
意
図
し
て
行
わ
れ
る
政
治
上
そ
の
他
の
主
義
主
張
に
基
づ
く
暴
力
主
義
的
破
壊
活
動
を
い
う
。
第
四
十
二
条
第

三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
条
を
第
四
十
条
と
し
、
第
五
章
中
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
警
備
第
一
課
）

第
四
十
一
条

警
備
第
一
課
に
お
い
て
は
、
次
の
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

部
の
事
務
の
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

二

部
の
事
務
に
関
す
る
基
本
的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
に
関
す
る
こ
と
。
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三

警
備
方
針
の
策
定
及
び
そ
の
実
施
並
び
に
警
備
実
施
に
関
連
す
る
犯
罪
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
（
警
備
第
二
課
の

所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
。

四

機
動
隊
の
管
理
一
般
に
関
す
る
こ
と
。

五

警
衛
に
関
す
る
こ
と
。

六

警
護
に
関
す
る
こ
と
。

七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
部
内
の
他
の
所
掌
に
属
し
な
い
こ
と
。

（
警
備
第
二
課
）

第
四
十
二
条

警
備
第
二
課
に
お
い
て
は
、
次
の
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

警
察
法
第
七
十
一
条
第
一
項
の
緊
急
事
態
及
び
同
法
第
五
条
第
四
項
第
四
号
に
規
定
す
る
事
案
に
対
処
す
る
た
め
の

計
画
及
び
そ
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

二

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
事
務
で
警
察
庁
の
所
掌
に
属
す

る
も
の
の
う
ち
、
核
燃
料
物
質
の
防
護
に
係
る
も
の
に
関
す
る
こ
と
。

三

特
定
物
質
（
化
学
兵
器
の
禁
止
及
び
特
定
物
質
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
物
質
を



- 9 -

い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
特
定
病
原
体
等
（
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療

に
関
す
る
法
律
第
六
条
第
十
九
項
に
規
定
す
る
特
定
病
原
体
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
使
用
し

た
テ
ロ
リ
ズ
ム
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
特
定
物
質
及
び
特
定
病
原
体
等
の
防
護
に
関
す
る
こ
と
。

四

災
害
警
備
に
関
す
る
こ
と
。

五

消
防
機
関
及
び
水
防
機
関
と
の
協
力
援
助
に
関
す
る
こ
と
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
原
子
力
利
用
に
お
け
る
安
全
対
策
の
強
化
の
た
め
の
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

２

原
子
力
利
用
に
お
け
る
安
全
対
策
の
強
化
の
た
め
の
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
三
十
年
政
令
第

三
百
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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第
三
条
の
う
ち
警
察
庁
組
織
令
第
三
十
九
条
第
三
号
の
改
正
規
定
中
「
第
三
十
九
条
第
三
号
」
を
「
第
四
十
二
条
第
二
号

」
に
改
め
る
。
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理

由

内
外
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
警
察
運
営
の
展
開
を
図
る
た
め
、
長
官
官
房
に
公
文
書
監
理
官
一
人
及
び
企
画
課
を

、
警
備
局
警
備
運
用
部
に
警
備
第
一
課
及
び
警
備
第
二
課
を
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
掌
事
務
を
定
め
る
と
と
も
に
、
中
国
四
国

管
区
警
察
局
に
四
国
警
察
支
局
を
置
き
、
四
国
警
察
支
局
長
を
警
察
官
を
も
っ
て
充
て
る
職
に
追
加
す
る
等
の
必
要
が
あ
る
か

ら
で
あ
る
。


